
毎月の 

インカム*1

オプションプレミアムの範囲内であれば

インカムが下落のクッションとして機能します

価格が一定以上まで上昇した場合、

利益を放棄します

魅力をひもとく3つのキーワード

1ヶ月後の「値上がり期待」を売る プレミアムインカム戦略のモデル図

不透明な

相場でも

下落局面 上昇局面

毎月のインカム で資産運用にプラス*1

毎月のインカム*1で資産運用にプラス
iシェアーズ

S&P 500

プレミアムインカム ETF
愛称：プラスインカムS&P500

iシェアーズ

米国債20年超

プレミアムインカム ETF
愛称：プラスインカム米国債20年超

ポートフォリオの

クッションに

「プレミアムインカム戦略」が提供する安

定的かつ継続的なインカムは、相場が不透

明なタイミングでも収益機会を維持できる

のが魅力です。

横這い相場、緩やかな下落•上昇相場など、

幅広い市場環境に対応可能です*4。

「プレミアムインカム戦略」は、 S&P500種株価指数（S&P 500） や米国債といった資産に対して 1か月後の「値上がり期待」を売却するこ

とで（コールオプションの売却 *2）値上がり益の一部をあえて放棄する代わりに、毎月のインカムを得る手法です。

本戦略はコールオプションの毎月の売 却

益（ プレミアム ）を得ることに加えて、  

S&P500や米国債自体が生み出す配

当や利子なども合わせてETFの分配金

として払い出すため、年間 10%を超え

る分配利回りも期待できます *3。

*1 毎月決済型のファンドですが、分配金の支払いは保証されるものではありません。 *2 将来のある期日までに、あらかじめ定められた価格で買う権利の売却 *3 出所：ブルームバーグ、ブラックロック。2026年

5月12日時点の「 iシェアーズ  S&P 500 プレミアムインカム  ETF」 および「 iシェアーズ  米国債20年超 プレミアムインカム  ETF」 の投資対象とするETFの利回りは10%以上（ 税引き前） 。上記は過去の

実績であり、将来の運用成果を保証または示唆するものではありません。 *4 原資産の下落局面•横ばい•緩やかな上昇の局面では、「iシェアーズ  S&P 500 プレミアムインカム  ETF」 および「 iシェアーズ 

米国債20年超 プレミアムインカム  ETF」 はオプションプレミアムによる利益により、原資産をアウトパフォームすることが期待されます。あくまで仮定に基づくものであり、実際の投資結果を反映したものではなく、将来

の結果を保証するものでもありません。 *5 出所：ブルームバーグ、ブラックロック、2026年5月末時点。上記は過去の実績であり、将来の運用成果を保証または示唆するものではありません。

また、原資産と併せ持つことにより、下落

リスクも緩和することが期待できます。

下落局面でのマイナスをプレミアムが下

支えてくれるので、原資産だけで持つよ

りもポートフォリオ全体のボラティリティ

の改善が見込めます*5。
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信託報酬 0.495%程度（ 税抜 0.45%程度） 0.605%程度（ 税抜 0.55%程度）

分配頻度/決算日※1 年12回/毎月18日

原資産 S&P500 年限が20年超の米国債券

連動対象指数
Cboe S&P 500 エンハンスト  1% 

OTM バイライト  NTR 指数（円建て ）

Cboe TLT•2% OTM•バイライト•

インデックス（ 国内投信用、円建て）

投資先の分配利回り※2 19.4% 12.6%

重要事項

当資料は、当ファンド の特色や投資対象、 リスク要因および留意点についてご理解を深めていただく目的
でブラックロック ･ジャパン株式会社が作成した販売用資料です。当ファンドは 、預貯金や保険契約とは異

なり、預金保険機構および保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。 また販売会社が登録金融機
関の場合、投資者保護基金の対象にはなりません。

iシェアーズETFへの投資による損益はすべて投資家の皆様に帰属します。投資をご検討される際は、取扱
い金融商品取引業者にて交付される契約締結前書面等を十分にご確認の上、 ご自身でご判断下さい。本資

料は信頼できると判断した資料•データ等に基づき作成していますが、その正確性および完全性について保

証するものではありません。 また、将来の投資成果を保証•約束するものではなく、 その内容は将来予告な

く変更されることがあります 。

iシェアーズ  S&P 500 プレミアムインカム  ETFについて
当ファンドにかかるリスクについて
ファンドの基準価額は、組入れられている有価証券の値動きの他、為替変動による影響を受けます。これら

の信託財産の運用により生じた損益はすべて投資者の皆様に帰属します。したがって、当ファンドは元金お
よび元金からの収益の確保が保証されているものではなく、基準価額の下落により投資者は損失を被り、元

金を割り込むことがあります。また、投資信託は預貯金と異なります。当ファンドにかかる主なリスクは以
下の通りです。■株価変動リスク： 株式に投資します。したがって、経済および株式市場動向または株式の
発行会社の経営•財務状況等に応じて組入株式の株価および配当金が変動し、当ファンドの運用成果に影響

を与えます。■為替変動リスク： 主として外貨建資産に投資します。原則として外貨建資産に対して為替ヘ
ッジを行いません。したがって、為替レートの変動が当ファンドの運用成果に影響を与えます。 ■カントリ

ー・リスク： 海外の有価証券に投資します。投資先の国の政治•経済事情、通貨•資本規制等の要因により、
有価証券の価格が変動することがあり、それに伴い当ファンドの運用成果に影響を与えます。 ■カバード
コール戦略のリスク： 当ファンドにおいては実質的に、コール •オプションを売り建てる「カバードコー

ル戦略」を採用しています。オプションプレミアムの水準は、オプション売却時の株価指数水準、権利行
使価格、株価指数変動率（ボラティリティ）、満期日までの期間、金利水準、配当金額、需給等により決

定されるため、変動します。株価指数水準や株価指数変動率の変動等によりコール•オプションの評価値が
変動し、損失を被る場合があります。「カバードコール戦略」では、株価が上昇した場合の値上がり益が限

定されるため、株式のみに投資した場合に対して投資成果が劣後する可能性があります。戦略再構築を重ね
た場合、株価が下落しその後当初の水準程度まで回復しても、基準価額の回復は株価に比べて緩やかになる
可能性があります。■有価証券の貸付等におけるリスク：有価証券の貸付等において、取引先リスク（取引

の相手方の倒産等により契約が不履行になる危険のこと）が生じる可能性があり、損失を被ることがありま
す。■上場投資信託証券への投資に関する留意点：金融商品取引所等に上場している投資信託証券（上場投

資信託証券）を購入あるいは売却しようとする際に、市場の急変等により流動性が低下し、購入もしくは売
却が困難または不可能になる場合があります。加えて、取引価格と基準価額の乖離が広がる場合があります
。また、投資する上場投資信託証券の選定および投資比率の決定においては、当ファンドのベンチマークと

の相関性等を考慮しますが、当ファンドと投資する上場投資信託証券の投資方針または投資対象は完全に一
致するとは限らず、当該上場投資信託証券の投資目的が必ず達成されるという保証もありません。これらの

要因は当ファンドにトラッキン  グ•エラーを生じさせる可能性があります。また、当ファンドは特定の上場
投資信託証券に集中的に投資することがあり、この場合には、当該上場投資信託証券の価格変動リスクや運

営上のリスク（当該上場投資信託証券の償還や上場廃止等）の影響をほぼ直接に受けることが想定されます
。その他の留意点•当ファンドのお取引に関しては、金融商品取引法第37条の６の規定（いわゆるクーリン

グオフ）の適用はありません。 •流動性リスクに関する事項：当ファンドが保有する資産の市場環境等の状
況により、保有有価証券の流動性が低下し、投資者からの換金請求に制約がかかる等のリスク（流動性リス

ク）があります。当ファンドにおいて流動性リスクが顕在化すると考えられる状況は以下の通りです。  »経
済全体または個別企業の業績の影響により、株価変動が大きくなるまたは取引量が著しく少なくなる等、

株式市場動向が不安定になった場合 »投資対象とするETFの価格変動が大きくなるまたは取引量が著しく

少なくなる等 、当該ETFの上場市場の動向が不安定になった場合。※金融商品取引所等における取引の停止
時、決済機能の停止時または大口の換金請求については、換金請求に制限がかかる場合があります。•収益

分配金に関する留意点： »分配金は、預貯金の利息とは異なりファンドの純資産から支払われますので、

分配金が支払われると、その金額相当分、基準価額は下がります。»分配金の水準は必ずしも計算期間にお
けるファンドの収益率を示すものではありません。 手数料、費用等について■取引所における売買時の手

数料： iシェアーズ ETFを売買する際の手数料は取扱い金融商品取引業者（証券会社）等によって定められ
ます。詳しくは取扱会社までお問い合わせください。 ■信託財産を通じて間接的に支払われる費用：<信

託報酬>計算期間を通じて毎日、信託財産の純資産総額に対し年0.495％（税抜0.45％）程度で委託会社が定

める率を乗じて得た金額とします。 ※運用管理費用（信託報酬）の料率は、毎月の運用状況（投資するETF
の投資比率および報酬等の料率）に応じて所定の方法により決定されます。※運用管理費用（信託報酬）
は、日々計上され、毎計算期末または信託終了のときファンドから支払われます。 その他の費用・手数料

： 上場に係る費用、対象指数の商標の使用料について、ファンドの純資産総額の年0.099％（税抜 0.09％

） を上限として、日々計上され、毎計算期末または信託終了のときファンドから支払うことができます。フ

ァンドの諸経費、売買委託手数料、外貨建資産の保管費用等は、その都度もしくは日々計上され、その都度

もしくは毎計算期末または信託終了のとき、ファンドから支払われます。投資する ETFに係る保管報酬、事

務処理に要する諸費用等が当該ETFにおいて支払われます。有価証券の貸付を行った場合はその都度、信
託財産の収益となる品貸料の２分の１相当額以内が報酬としてファンドから運用の委託先等に支払われます

。※その他の費用•手数料については、運用状況等により変動するものであり、事前に料率、上限額等を示
すことができません。

iシェアーズ  米国債20年超 プレミアムインカム  ETFについて
当ファンドにかかるリスクについて
ファンドの基準価額は、組入れられている有価証券の値動きの他、為替変動による影響を受けます。 これ

らの信託財産の運用により生じた損益はすべて投資者の皆様に帰属します。 したがって、当ファンドは元
金および元金からの収益の確保が保証されているものではなく、基準価額の下落により投資者は損失を被
り、元金を割り込むことがあります。 また、投資信託は預貯金と異なります。当ファンドにかかる主な

リスクは以下の通りです。■金利変動リスク： 米国の国債に投資します。債券の価格は、政治、経済、社会
情勢等の影響により金利が上昇すれば下落し、金利が低下すれば上昇します。 したがって、金利の変動が当

ファンドの運用成果に影響を与えます。■信用リスク： 米国の国債に投資します。投資した債券の発行体の
財務状況により、債務不履行が生じることがあります。債務不履行が生じた場合には、債券価格が下落する

等、当ファンドの運用成果に影響を与えます。 また、債券の格付の変更により債券の価格が変動することが
あり、 それに伴い、当ファンドの運用成果に影響を与えます。■為替変動リスク： 主として外貨建資産に投
資します。原則として外貨建資産に対して為替ヘッジを行いません。 したがって、為替レートの変動が当フ

ァンドの運用成果に影響を与えます。■カントリー ・ リスク： 海外の有価証券に投資します。投資先の国の
政治•経済事情、通貨•資本規制等の要因により、有価証券の価格が変動することがあ り、 それに伴い当ファ

ンドの運用成果に影響を与えます。■カバードコール戦略のリスク： 当ファンドにおいては実質的に、 コー
ル•オプションを売り建てる 「 カバードコール戦略」 を採用しています。オプションプレミアムの水準は 、
オプション売却時の株価指数水準、権利行使価格、 株価指数変動率（ ボラティリティ ） 、 満期日までの期

間、 金利水準、配当金額、 需給等により決定されるため、 変動します。 株価指数水準や株価指数変動率の
変動等によりコール•オプションの評価値が変動し、 損失を被る場合があります。 「 カバードコール戦略」

では、 株価が上昇した場合の値上がり益が限定されるため、株式のみに投資した場合に対して投資成果が劣
後する可能性があります。戦略再構築を重ねた場合、株価が下落しその後当初の水準程度まで回復しても、

基準価額の回復は株価に比べて緩やかになる可能性があります。■有価証券の貸付等におけるリスク：有価
証券の貸付等において、取引先リスク（ 取引の相手方の倒産等により契約が不履行になる危険のこと） が生
じる可能性があり、損失を被ることがあります。■上場投資信託証券への投資に関する留意点：金融商品取

引所等に上場している投資信託証券（ 上場投資信託証券） を購入あるいは売却しようとする際に、市場の急
変等により流動性が低下し、購入もしくは売却が困難または不可能になる場合があります。加えて、取引価

格と基準価額の乖離が広がる場合があります。 また、投資する上場投資信託証券の選定および投資比率の決
定においては、当ファンドのベンチマークとの相関性等を考慮しますが、当ファンドと投資する上場投資信
託証券の投資方針または投資対象は完全に一致するとは限らず、当該上場投資信託証券の投資目的が必ず達

成されるという保証もありません 。 これらの要因は当ファンドにトラッキング •エラーを生じさせる可能性
があります。 また、当ファンドは特定の上場投資信託証券に集中的に投資することがあり、 この場合には、

当該上場投資信託証券の価格変動リスクや運営上のリスク（ 当該上場投資信託証券の償還や上場廃止等）

の影響をほぼ直接に受けることが想定されます。その他の留意点•当ファンドのお取引に関しては、金融商

品取引法第37条の６の規定（ いわゆるクーリングオフ ） の適用はありません。 •流動性リスクに関する事項
：当ファンドが保有する資産の市場環境等の状況により、保有有価証券の流動性が低下し、投資者からの換

金請求に制約がかかる等のリスク（ 流動性リスク） があります。当ファンドにおいて流動性リスクが顕在化

すると考えられる状況は以下の通りです。  »金利の急激な変動または信用リスク不安が高まる等の影響によ
り、債券価格の変動が大きくなるまたは取引量が著しく少なくなる等、債券市場動向が不安定になった場合

»投資対象とするETFの価格変動が大きくなるまたは取引量が著しく少なくなる等、当該ETFの上場市場の
動向が不安定になった場合。※金融商品取引所等における取引の停止時、決済機能の停止時または大口の換

金請求については、 換金請求に制限がかかる場合があります。 •収益分配金に関する留意点：»分配金は、
預貯金の利息とは異なりファンドの純資産から支払われますので、分配金が支払われると、 その金額相当分

、基準価額は下がります。 »分配金の水準は必ずしも計算期間におけるファンドの収益率を示すものではあ

りません。手数料、費用等について■取引所における売買時の手数料：iシェアーズETFを売買する際の手数
料は取扱い金融商品取引業者（ 証券会社） 等によって定められます。詳しくは取扱会社までお問い合わせく

ださい。■信託財産を通じて間接的に支払われる費用：<信託報酬>計算期間を通じて毎日、信託財産の純資
産総額に対し年0.5775％（ 税抜0.525％） 程度で委託会社が定める率を乗じて得た金額とします。※運用管

理費用（ 信託報酬） の料率は、毎月の運用状況（ 投資する ETFの投資比率および報酬等の料率） に応じて所
定の方法により決定されます。※運用管理費用（ 信託報酬） は、日々計上され、毎計算期末または信託終了

のときファンドから支払われます 。その他の費用・ 手数料：上場に係る費用、対象指数の商標の使用料につ

いて、 ファンドの純資産総額の年0.055％（ 税抜 0.05％） を上限として、日々計上され、毎計算期末または

信託終了のときファンドから支払うことができます 。 ファンドの諸経費、売買委託手数料、外貨建資産の保
管費用等は、 その都度もしくは日々計上され、その都度もしくは毎計算期末または信託終了のとき、 ファ

ンドから支払われます。投資するETFに係る保管報酬、事務処理に要する諸費用等が当該ETFにおいて支払
われます。有価証券の貸付を行った場合はその都度、信託財産の収益となる品貸料の２分の１相当額以内が

報酬としてファンドから運用の委託先等に支払われます。※その他の費用•手数料については、運用状況等
により変動するものであり 、事前に料率、上限額等を示すことができません。

著作権について

©2026 BlackRock Japan Co., Ltd. All rights reserved. iShares®（ iシェアーズ®） および BlackRock®（ ブラ
ックロック ®） はブラックロック •インクおよび米国その他の地域におけるその子会社の登録商標です。他

のすべての商標、サービスマーク、 または登録商標はそれぞれの所有者に帰属します。 iシェアーズ®は、ブ
ラックロック •グループが運用を行うETF（ 上場投資信託） ブランドであり 、 ブラックロック •インクおよび

米国その他の地域におけるその子会社の登録商標です。本資料で言及されている指数の著作権その他一切

の知的財産権は、指数毎の提供会社に帰属します。指数提供会社は、 iシェアーズETFのいずれに関しても
出資、保証、発行、販売、 または販売促進を行うものではなく、 またiシェアーズETFへの投資の妥当性に
ついていかなる表明も行いません。 ブラックロックは上記の指数提供会社の関連会社ではありません。※

当資料は、取引所で売買を行う投資家を対象に想定して作成しています。詳細な情報は、投資信託説明書

（ 交付目論見書） をご覧ください 。

※1 毎月決済型のファンドですが、分配金の支払いは保証されるものではありません。

※2 出所：ブルームバーグ、ブラックロック。 2026年5月12日時点の「 iシェアーズ  S&P 500 プレミアムインカム  ETF」および「 iシェアーズ  米国債20年超 プレミアムインカム  ETF

」の投資対象とする ETFの利回り。過去の実績であり、将来の運用成果を保証または示唆するものではありません。分配利回りは、市場環境や運用状況等によって変動します。

プラスインカムS&P500 プラスインカム米国債20年超

選べるプレミアムインカム

ブラックロック・ジャパン株式会社
金融商品取引業者   関東財務局長（金商 ）第375号

加入協会：一般社団法人  資産運用業協会、日本証券業協会、

一般社団法人  第二種金融商品取引業協会
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